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①H20.8.22 世田谷区
東京都市大学

（武蔵工業大学世田谷キャンパス）

②H21.8.24 つくば市
筑波学院大学

③H22.8.20 金沢市
金沢工業大学

④H23.8.5 東淀川区
大阪経済大学

⑤H24.8.10 千葉市
東京情報大学

⑥H25.8.9 京都市
京都大学

⑦H26.8.12 川越市
東洋大学川越キャンパス

⑧H27.8.10 宮崎市
宮崎公立大学

全国大会の足跡

⑨H28.8.8 川崎市
専修大学生田ｷｬﾝﾊﾟｽ

⑨H28.8.8 調布市
電気通信大学



全国高等学校情報教育研究会加盟都道府県等

政令指定都市
・横浜
私立高校
・京都
・大阪



教科「情報」の歩み

特定教科
なし

情報Ａ

情報Ｂ

情報Ｃ

社会と情報

情報の科学

情報Ⅰ

情報Ⅱ



教科「情報」について
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情報Ａ

情報Ｂ

情報Ｃ

情報活用の実践力重視

情報の科学的理解重視

情報社会に参画する態度重視

社会と情報

情報の科学

情報Ⅰ

20%

80%

現在の科目選択の状況

情報の科学

社会と情報

情報Ⅱ
発展的選択科目

共通必履修科目

教科設置当初
３科目から１つ選択

現行学習指導要領
２科目から１つ選択

次期学習指導要領
全員が情報Ⅰを履修
発展的選択科目を設置

プログラミングを
内容に含む科目

※産業教育についてはより専門的な科目群で構成される専門教科情報科を設置



小学校段階におけるプログラミング
教育の在り方について

• プログラミング教育とは

–子供たちに，コンピュータに意図した処理を行うよ
うに指示することを体験させながら，将来どのよう
な職業に就くとしても，時代を超えて普遍的に求
められる力としての「プログラミング的思考」など
を育成するもの

• プログラミング的思考

–自分が意図する一連の活動を実現するために，
どのような動きの組み合わせが必要であり，一つ
一つの動きに対応した記号を，どのように組合わ
せたらいいのか，記号の組合せをどのように改善
していけば，より意図した活動に近づくのか，とい

5
※教育課程企画特別部会第18回（平成28年7月11日）資料における整理



小学校段階におけるプログラミング教育の実施例

理科

電気製品にはプログラム
が活用され条件に応じて
動作していることに気付く
学び
例：電気の利用

算数

図の作成において，プログ
ラミング的思考と数学的な
思考の関係やよさに気付
く学び 例：多角形

総合的な学
習の時間

自分の暮らしとプログラミ
ングとの関係を考え，そ
のよさに気付く学び
例：自動販売機

音楽

創作用のＩＣＴツールを活
用しながら，音の長さや高
さの組合せなどを試行錯
誤し，音楽を作る学び

特別活動 クラブ活動において実施 図画工作

表現しているものを，プロ
グラミングを通じて動かす
ことにより，新たな発想や
構想を生み出す学び

6
※教育課程企画特別部会第18回（平成28年7月11日）資料における整理



中学校段階におけるプログラミング教育
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計測・制御のプログラミング

現行学習指導要領

次期学習指導要領

計測・制御に加えて
双方向性のある
コンテンツのプログラミング
も行う。
例：WebページにＱ＆Ａを追
加，簡易なチャットなど

計測・制御はセンサーで感
知した値によって温度や湿
度を制御するなど「栽培」と
合わせた学習など

情報科の内容の検討に当
たっては、学習内容の適切
な接続・連携により学習に
広がりや深まりが生まれる
よう留意する必要がある。



情報Ⅰ必履修科目
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問題の発見・解決に向けて、事象を情報とその結び付きの視点から捉
え、情報技術を適切かつ効果的に活用する力を育む科目

(1) 情報社会の問
題解決

中学校までに経験した問題解決の手法や情報モラル
などを振り返り、これを情報社会の問題の発見と解決
に適用して、情報社会への参画について考える。

(2) コミュニケー

ションと情報デザ
イン

情報デザインに配慮した的確なコミュニケーションの
力を育む。

(3) コンピュータと
プログラミング

プログラミングによりコンピュータを活用する力、事象
をモデル化して問題を発見したりシミュレーションを通
してモデルを評価したりする力を育む。

(4) 情報通信ネッ

トワークとデータ
の利用

情報通信ネットワークを用いてデータを活用する力を
育む。



情報Ⅱ選択科目
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「情報Ⅰ」において培った基礎の上に、問題の発見・解決に向けて、情
報システムや多様なデータを適切かつ効果的に活用し、あるいは情報
コンテンツを創造する力を育む科目

(1) 情報社会の進展と情報技術
情報社会の進展と情報技術との関係について歴史
的に捉え、AI等の技術も含め将来を展望する。

(2) コミュニケーションと情報コン
テンツ

画像や音、動画を含む情報コンテンツを用いた豊か
なコミュニケーションの力を育む。

(3) 情報とデータサイエンス
データサイエンスの手法を活用して情報を精査する
力を育む。

(4) 情報システムとプログラミン
グ

情報システムを活用するためのプログラミングの力を
育む。

○ 課題研究
情報Ⅰ及び情報Ⅱの(1)～(4)における学習を総合し

深化させ、問題の発見・解決に取り組み、新たな価値
を創造する。



高等学校
統計教育の充実（たたき台）

情報科数学科

数学Ⅰ

選択科目

問題発見・解決に向けて，事象を情報とその結
び付きの視点から捉え，情報技術を適切かつ
効果的に活用する力を育む
○情報社会の問題解決：

中学校までに経験した問題解決の手法を振
り返り，情報社会の問題の発見と解決に適
用する

○モデル化とシミュレーションの考え方：

事象をモデル化して問題を発見したり，シ
ミュレーションを通してモデルを評価したりす
る

＊問題発見，結果の評価，モデル化で統計
的手法を用いる

情報Ⅰにおいて培った基礎の上に，問題の発
見・解決に向けて，情報システムや多様なデー
タを適切かつ効果的に活用し，あるいは情報コ
ンテンツを創造する力を育む
○情報とデータサイエンス：

データサイエンスの手法を活用して情報を精
査する力を育む

情報Ⅰ 必履修科目

情報Ⅱ選択科目

○データの分析：
（現行）
ア データの散らばり イ データの相関

（改善の方向）
・小中学校の内容を踏まえ，内容の見直し
・PPDACサイクルを意識した問題解決型の学習

・できるだけ早期に学習し，他科目等の学習に
も活用

統計を活用して
問題解決する
力を育む

統計を
統計を活用するため
の基本的な知識や
技能，考え方を育む

○確率分布と統計的な推測：
（現行）＜数学B＞
ア 確率分布 イ 正規分布 ウ 統計的な推測

（改善の方向）
・より多くの生徒が履修するように工夫
・「使える統計」になるよう内容の工夫・改善
→内容の名称を「データの活用（仮称）」へと変
更

他教科等でも積
極的な活用



第10回大会の分科会＆ポスター

• プログラミング

• 問題解決

• 統計＆データサイエンス

• 情報モラル

• 専門教科情報科の内容

• 評価

• 授業改善

• 電気通信大学の先生方



これからの授業

先生が教える
←→

生徒が学ぶ

教材研究
←→

授業研究

教師の評価
←→

生徒による評価

結果の評価
←→

形成的評価

授業のｽﾄｰﾘｰ

授業設計力



情報科担当教員の資質向上
• 免許取得者の定年等による減少

• 教員の養成・採用が必要

• 現職教員の研修充実
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年齢 平成15年度 平成29年度
80
70
60
50
40
30
20

免許取得者
現職教員等講習会受講者

免許取得者
現職教員等講習会受講者

20.4%

52.0%

27.6%

現在の情報科教員の割合(H28)

専任

兼任

免許外



JMOOC

• 無料で学べる

• オンライン大学講座

• 累計140講座

• 50万人以上が学習

• 統計学，データサイエンス

• 情報セキュリティ

• 応用情報学 など



産業・情報技術等指導者養成研修

• 次期学習指導要領を実施する際の核になる
普通科の教員及び産業教育に携わる教員対
象

• アクティブ・ラーニングの視点に立った授業改
善

• クラウド，ＡＩ，データサイエンスなど最先端

• 発達段階に応じた計測・制御

• 研究指定の成果を取り入れた指導法

• 授業に活かすことを前提に講座を企画





何をすべきか？

• 次期学習指導要領に向けて準備を進めるとともに
現行学習指導要領における授業を改善する。

• 幅広い知識を持つ

–授業研究，授業設計，学習科学，認知科学

–プログラミング，統計，データサイエンス，人工知能

–心理学，歴史，文学，宗教，哲学，芸術など

• 自分の学びの環境を作る

–人のネットワーク 同僚，研究会，学会，大学

小学校，中学校との交流

–知識の入手方法 Web，書店，大学の図書館

–時間の捻出方法 仕事の棚卸し，生産性向上


